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１．定例会議                          

○運営委員会                     ７月１５日（木）  
委員長ほか６名が出席し、委員長あいさつ、議長選出及び議事録署名人の選任の後、 

以下のとおり議事が進められました。 

≪報告事項≫ 

正会員入会（６／２４運営委員会承認、６／２８理事会承認）  

山 建 開 発㈱ 代表取締役 山 内 智 博 

明和ハウス工業㈱ 代表取締役 打 矢 富 雄 

 

事務局は、上記準会員２社の正会員への入会について、先月開催された運営委員 

会及び理事会において承認されたことを述べ、このことにより、現時点での会員数 

は、正会員が５８社、準会員が１社、特別会員が２社の計６１社であることを報告 

しました。 

議長は、質問・意見を求めたが、発言者はなく了承されました。 

 

≪議事≫ 

議案 会員（準会員）入会について               資料 

ユナイテッド計画㈱ 

代表取締役社長 平 野 久 貴 

（準会員申込書：令和３年７月７日） 

 

事務局は、資料により、準会員入会に係る申込み内容について説明し、準会員入 

会審査基準に全て適合していることを報告しました。 

議長は、質問・意見を求めたが、委員からの異論はなく承認され、理事会に諮問 

することとしました。 

 

 

○理事会                       ７月２６日（月）  
理事１５名、監事１名、会長特命参与が出席し理事会を開催しました。 

恒例により、林会長が議長に就き、定款に定める議事録署名人として渡辺監事を指 

名した後、以下のとおり議事が進められました。 

 

≪報告事項≫ 

①協会役員ゴルフ大会・表彰式（７／７） 

②青年会役員会（７／８） 

③運営委員会（７／１５） 

④要望書提出「秋田市発注建設工事の工事検査に関する改善要望」（７／１６）  

⑤青年会ボランティア活動（大雨被害の片づけ、清掃等）（７／１７） 

⑥道路除排雪対策に関する意見交換会（７／２０） 

⑦労働災害防止に関する秋田地区建設工事関係者連絡会議（７／２１） 

 

事務局は、①から⑦について概要を説明しました。 

その中で、③について、運営委員会では、本日の議案２にある会員（準会員）の 



     

入会を承認したこと、④について、７月１６日に、入札制度の検討等特別委員会 石 

川委員長が、秋田市総務部長に面談して要望書を手交したこと、及び⑥について、 

意見交換会の場だけでなく、秋田市と協会が、日常的に情報交換をしながら協力し 

合うことについて確認したことを報告しました。 

また、⑦の会議において、労働基準監督署から、今年度の現場安全パトロールに 

   ついては、コロナ禍の状況を見てその有無を決定するとした説明があったことを報 

告しました。 

次に、②と⑤の青年会の活動として、７月８日に役員会が開催され、本日の議案 

   ３の内容について決定したこと、及び７月１７日に、会員１１名が、添川飛鳥田地 

区の大雨被害の片づけ、清掃のボランティア活動に参加したことを報告しました。 

議長は、質問・意見を求めたところ「なし」の声があり、理事会は、報告内容に 

   ついて了承しました。 

 

≪議事≫ 

議案１ 委員会の選任（正会員入会者）について          資料 

①山 内 智 博（山建開発㈱） 

   ・企画委員会 

 

②打 矢 富 雄（明和ハウス工業㈱）  

・工務委員会 

 

事務局は、山建開発㈱と明和ハウス工業㈱の２社の正会員入会について、６月 

２８日の理事会において承認されたことを報告し、企画、工務両委員会規程第４条 

に基づいて、山建開発㈱を企画委員会に、明和ハウス工業㈱を工務委員会の委員に 

選任する案を説明しました。 

議長は、質問・意見を求めたところ「なし」の声があり、理事会はこれを承認し、 

両社の委員の選任が決定しました。 

 

議案２ 会員（準会員）入会について               資料 

ユナイテッド計画㈱ 

代表取締役社長 平 野 久 貴 

（準会員申込書：令和３年７月７日） 

 

事務局は、本年７月７日付けでユナイテッド計画㈱から、会員（準会員）入会申 

込書が提出されたこと、及び今月１５日の運営委員会において、入会が承認された 

ことを報告し、資料により、会社内容が入会審査基準に適合していることを説明し 

ました。 

議長は、質問・意見を求めたが発言者はなく、理事会は入会を承認しました。 

 

議案３ 青年会事業「建設業を体感しよう！」について       資料 

 

伊藤青年会長は、資料により事業の概要、予算について説明し、現時点での申込 

者数が、児童５名＋保護者５名の計１０名であることを報告しました。 



     

次に、事務局が、同事業に対して協会から支援することについて、先月の理事会 

で承認されていること、及び本日の三役会において、協会として事業費に２０万円 

を支出する案が提出されたことを報告しました。 

議長は、協会からの支援に関し、三役会の提案について諮ったところ、「異議なし」 

の声があり満場一致で承認されました。 

 

議案４ 令和３年度秋田市総合防災訓練について（報告）   

・開催予定日 令和３年９月１日 

・開催規模の縮小 ⇒ 本協会への案内はなし 

 

事務局は、今年度の総合防災訓練について、秋田市防災安全対策課に問い合わせ 

たところ、昨年度と同様、規模を縮小して行い、コロナ禍における避難所の設営・ 

運営を主体とした訓練とするため、当協会への案内はしない予定であるとの回答が 

あったことを報告しました。 

議長は、質問・意見を求めたが発言者はなく、理事会はこれを了承しました。 

 

≪その他≫ 

(1) 協会関係行事の日程等 

①「秋田市発注の建設工事に関する入札制度等についての改善要望」に係るアン 

ケート調査（８月） 

②仁井田浄水場の整備に関する講演会（土木部会、建築部会共催）（１０月） 

③協会、土木部会、建築部会合同交流会 合同ゴルフ大会 １０／５（火） 

秋田椿台ＣＣ 午前９：０３スタート 

 

事務局は、①～③について概要を説明しました。 

議長は、質問・意見を求めたが発言者はなく、理事会はこれを了承しました。 

 

※ 次回の理事会  

令和３年９月２７日（月）、三役会を１０：００、理事会を１１：００に開催するこ 

とに決定し、午前１１時３５分に閉会しました。 

 

 

２．行事報告                          

○協会役員ゴルフ大会                 ７月７日（水）  
協会役員ゴルフ大会・表彰式が、秋田カントリークラブで開催され、９名が参加し 

ました。成績は以下のとおりです。（敬称略） 

優  勝  加賀屋   篤（㈱加賀屋組） 

準 優 勝  阿 部 幸 雄（㈱水原工務店） 

第 ３ 位  伊 藤 久 嗣（中央土建㈱） 

ベスグロ  加賀屋   篤（㈱加賀屋組） 

 

 



     

○要望書の提出                   ７月１６日（金） 

（秋田市発注建設工事の工事検査に関する改善要望）   
入札制度の検討等特別委員会 石川委員長が、秋田市総務部長と面談し、要望書「秋 

田市発注建設工事の工事検査に関する改善要望」を提出しました。 

要望書については、以下のとおりです。 

 

要  望  書 

令和３年７月１６日 

 

秋田市総務部長 

伊 藤 博 之 様 

一般社団法人 秋田市建設業協会 

会 長  林   明 夫 

 

秋田市発注建設工事の工事検査に関する改善要望 

 

秋田市のますますのご発展をお喜び申し上げます。 

平素より、当協会に対しまして、格別のご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、現在、建設業界は、働き方改革や担い手の確保と育成及び生産性の向上など、取

組まなければならない課題が山積しております。 

大手企業では、その資本力とネットワークを生かして労働環境の整備や生産性向上のた

めの取組が着々と進められておりますが、地方においては、これから具体的に改善を図っ

ていかなければならず、それゆえ、発注者と受注者が、それぞれの責務を果たしつつ、こ

れまで以上に、相互に連携していくことが必須であります。 

このような状況下、当協会では、建設工事の効率性、安全性、環境への配慮等を念頭に、

施工管理等業務の合理化・円滑化を図りつつ、公共工事の品質を確保し、良質な社会資本

整備に努めてまいりたいと考えております。 

今後とも、官民連携のもと、「より良いものづくり」を推進してまいる所存ですので、秋

田市発注建設工事の工事検査に関して、ご配慮を賜りますよう下記のとおり要望いたしま

す。 

 

記 

 

１ 現場検査について 

(1) 現場検査における指示、指導事項が検査員によって異なったり、段階確認に該当し

ない工種についても確認が行われるなど、検査事項にばらつきがあるため、統一化を

図っていただきますようお願いいたします。 

(2) 完成検査時の実測に多くの時間を要するため、請負業者による下検査を有効に活用

していただき、検査前に測定箇所の打合せを行うなど、時間短縮の対策を講じていた

だきますようお願いいたします。 

 

２ 書類検査について 

(1) 建設工事検査基準に即した検査書類の他に、検査員独自の判断により追加書類が求



     

められたり、訂正箇所の指摘が様々であったりする場合があることから、統一化を図

っていただきますようお願いいたします。 

 

(2) 提出書類に関して、日付の整合性や直接現場管理に関係しない事項についての指摘

が多いため、工事の品質や出来形管理に重点を置いた検査を実施していただきますよ

うお願いいたします。 

 

(3) 工事検査の対象となる書類については、電子納品の取組が進められておりますが、

「電子」と「紙」の両方の提出を求められるため、現場担当者の大きな負担となって

いることから、軽減化に向けた改善を図っていただきますようお願いいたします。 

 

(4) 工事検査の対象となる書類が多岐にわたり、その分量も多いことから、工事規模等

を考慮して提出書類の減量や簡素化を図るなど、対策を講じていただきますようお願

いいたします。 

 

（減量や簡素化を図っていただきたい書類の例） 

 ①個人の建退共証紙の貼付け状況の写し 

（※ 秋田県の工事は、購入と貼付けの割合計算書のみ提出） 

②下請負業者選定届の添付書類 

・作業員名簿 

・二次下請負以降の契約書の写し 

③ＩＳＯ関連の管理記録簿の添付書類 

・工事現場安全管理記録 

・品質管理報告書 

・建設廃棄物処理表 

・過積載防止記録 

④出来形管理図表（建築工事） 

⑤品質、出来形管理写真 

・サンプル採取における試験報告書に添付する写真（日付が違う 

だけの全く同じ写真） 

・基礎工事における全箇所実測の写真 

・塗装、内装工事等における少量の空き缶、空き袋の管理写真 

 

３ 成績評定・評価点について 

高度技術、創意工夫等の請負業者の努力について、どのように成績評定に反映されて

いるのかが不明です。 

また、通知される評価点は合計点のみであり、どのような点を改善したらよいのか判

断がつかないことから、円滑な現場管理や技術向上等の対策が検討・実施できるように、

項目別の評価点も通知していただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 



     

○道路除排雪対策に関する意見交換会         ７月２０日（火）  
秋田市から楢岡建設部次長、菅生ゆき対策担当課長、金子副参事の３名が、当協会 

から山岡土木部会長、伊藤工務委員長ほか６名が出席し、今冬の道路除排雪対策につ 

いて会議が行われました。 

協会事務局からの道路除排雪に関する意見・要望等の報告、秋田市からの令和３年 

度ゆき総合対策実施方針の説明、意見交換の順に会議が進められ、効率的かつ効果的 

な道路除排雪に向けて、日常的に情報交換をしながら相互に協力し合うことを確認し、 

閉会しました。 

  

≪意見交換≫ 

① 間口除雪の登録について 

協 会－ 間口除雪については、人が通れる分をよせれば良いと認識している 

が、ほとんどが車が通れるようにしてほしい等の要望があり、断れば 

苦情が寄せられる。除雪幅をどのように捉えたらよいのか。 

また、若い世代がいるのに間口除雪の対象となっていたり、途中申 

込が増えてきて申込み勝ちといった感もあり、市民にしっかり説明を 

していただきたい。 

秋田市－ 間口除雪の登録については、除雪開始前の１１月に受付をしている。 

原則、人の出入りが可能な幅で除雪してもらえれば良いが、高齢化 

に伴い福祉車両の出入りがある場合も増えてきており、臨機応変に対 

応していただきたい。 

また、若い世代がいるのに登録されているとのことだが、一時的に 

実家に帰ってきているといった場合もあり、今後とも町内会からの情 

報等を基に適切に対応していくので協力をお願いする。  

 

② コールセンターの対応について 

 協 会－ 除排雪が集中した時などコールセンターの回線がパンクし、会社に 

直接苦情の電話がきて対応に追われる場合があるため、改善してもら 

いたい。 

秋田市－ コールセンターについては、通常は８時から２０時まで、豪雪対策 

本部を立ち上げた時は２４時間開設している。 

当センターに関する苦情等が寄せられた場合には、その内容を市に 

いただければ当課で対応する。 

 

③ 除排雪の出動に関する発令について 

協 会－ 朝、出勤したときに「出動」と言われても、会社の都合や準備等の 

ため即時動くことはできない。出動の可能性がある場合には、もっと 

早く情報を伝達していただきたい。 

秋田市－ 雪はいつ降るかわからないため、稼働のお願いから出動までの時間 

短縮を図るには、会社の職員に待機してもらって連絡するしかない。 

できるだけスムーズに稼働していただきたいために、今回、除排雪 

委託業者への意向調査の中で、職員の待機に関する質問をしており、 

それに具体的に答えていただくことをお願いする。 



     

④ 除雪指示前の稼働について 

協 会－ 除雪については、コールセンターから市担当者に連絡が入り、担当 

者が現地を確認したうえで、出動の指示が出される。これでは、時間 

がかかり、その間に圧雪等により、除雪しにくい状態になってしまう 

場合が非常に多い。 

また、出動判断基準を積雪１０㎝としているが、雪の状態によって 

は、それよりも前に除雪した方が効率的で効果的な場合がある。 

出動については、市からの指示を待つだけでなく、業者の判断によ 

り動くことも認めていただきたい。 

秋田市－ 出動を業者の判断に委ねるとなると、コントロールが効かないこと 

も想定されるため、検討が必要である。 

 

⑤ 区域境の除排雪について 

協 会－ 区域境の除雪がしっかりされていない場合がある。また、狭い道路 

の担当業者が、別業者の担当する広い道路に雪を置いてそのままにし 

てしまうケースがある。 

広い道路の担当業者の作業時間に余裕をもたせ、負担がかからない 

ようにするなど、一定の決まりを設けてもらいたい。 

秋田市－ 除排雪については、そのエリア内で処理することとなっており、今 

後、そのような問題があった場合には教えていただきたい。 

 

⑥ ＧＰＳについて 

協 会－ 昨冬の除排雪では、ＧＰＳが誤作動を起こすことがあった。 

また、車両に取り付けるには、できるだけ軽いものにしていただき 

たい。 

秋田市－ ＧＰＳについては、定期的に更新していく予定である。 

 

⑦ 堆雪場について 

協 会－ 堆雪場では、車が渋滞となるケースが多いため、場内の手前側で雪 

を下ろし、下ろされた雪をドーザやローダで運んで、排雪車両を奥ま 

で入れないようにするなど、回転率をあげる対策を考えていただきた 

い。 

秋田市－ 効率の良い排雪作業が行えるよう、堆雪場については検討している 

ところである。今回の意向調査にも質問を盛り込んであるので、具体 

的に回答をお願いする。 

 

 

○労働災害防止に関する秋田地区建設工事関係者連絡会議 

７月２１日（水）  
労働基準監督署、工事発注機関（県・市町村）、建設業災害防止協会及び建設業事業 

者団体が参加して会議が行われ、当協会から伊藤工務委員長と事務局が出席しました。 

会議では、労働基準監督署から、建設業における監督指導結果及び時間外労働の上 

限規制、労働災害発生状況、安全衛生対策等について説明があり、特に、労働災害に 



     

ついては、墜落や転落及び転倒が５０％以上を占めることから、現場における安全確 

認・管理を怠らないようにとの指導がありました。 

また、今年度の建設現場安全パトロールについては、実施する方向ではあるが、コ 

ロナ禍の状況を見ながら決定するとの説明がありました。 

 

 

３．部会・青年会等の活動                          

○青年会役員会             ７月８日（木）、７月２６日（月）  

青年会役員７名が出席し、小学生を対象にした建設現場見学会と建設機械体験につ 

いて企画・検討を行い、８月３日（火）に実施することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○青年会ボランティア活動              ７月１７日（土）  
青年会会員１１名が参加し、７月１１日の 

大雨により被害を受けた添川飛鳥田地区の 

木くずの収集、小屋の片付け、清掃等を行 

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


